
Z世代を1000文字くらいで語りたい
「タンピン族」ってなんだろう?

生活研究部 研究員 廣瀨 涼
hirose@nli-research.co.jp

研究員の眼

1―「タンピン族」って聞いたことが
　　　　ありますか?

　タンピン族という言葉を聞いたことが

あるだろうか。躺平（タンピン）とは中国語

で「寝そべる」という意味で、そこから「欲

張らない」「頑張らない」「競争しない」とい

う意味に転じ、中国のZ世代にて広まって

いる競争社会や行き過ぎた消費社会に抵

抗するライフスタイルのことを指す。そし

て、このようなライフスタイルを志向し、「家

を買わない」「車を買わない」「恋愛しない」

「結婚しない」「子供を作らない」「低水準の

消費」をモットーに低意欲、低欲望の生活

を送っている人々はタンピン族と呼ばれて

いる。タンピンという語は、2021年4月17

日に中国のインターネット掲示板「百度貼

吧」に「寝そべりは正義だ」と投稿されたこ

とがきっかけとなり、その言葉に対して多

くの若者が共感したことで、ネット上の流行

として拡散された。同投稿では「この2年間、

まったく仕事をせずに遊んでいるが、何も

間違っているとは思わない」と始まり、現代

社会では身近な人と比較されることや結

婚や出産を重視する伝統的観念によって人

びとが圧力を受けていると指摘し、「人間は

そうある必要はない」と呼びかけている。

2― 日本の若者の○○離れとの違い
　日本においても若者の車離れを始めと

した「○○離れ」が若者の消費の特徴と

して揶揄されることがある。株式会社レ

ソリューションが、全国の20代の男女を

対象に行った「若者の生活と〇〇離れ」に

関する調査では、若者の『ギャンブル離れ

（63.3%）』、『タバコ離れ（60.7%）』、『ク

ルマ離れ（39.2%）』が顕著であることが

分かっている。

　また、昨今ではタイムパフォ－マンスや

コストパフォーマンスの点から、結婚する

ことや子どもを持つことに抵抗感を示す

ものもいる。ただ、日本におけるこれらの

若者の消費に対する消極性や結婚などの

ライフイベントに対して費用対効果を考え

る背景は、中国でタンピンの思想が支持さ

れている理由とは異なる。若者離れが進ん

でいると言われているモノも、極論すると

どれもタダでもらえたり、実現する上でコ

ストがかからない商品やサービスであるな

らば、拒む人などそんなにいないのではな

いだろうか。だとすると、そのモノやそのよ

うなサービス自体が拒まれているわけで

はなく、自分自身の生活や収入などを考慮

したうえで「必要ない」「購入する事が出来

ない」「実現が難しい」と判断し、自らの意

思をもって消費行動に移していないだけに

すぎない。自身にとって不必要な消費をす

ることにより、生活が困窮するくらいなら

消費しない、という価値観が生じることは

至極当たり前だといえる。つまり日本にお

けるこれらの消費に対する価値観は「不景

気（余裕のある生活を送ることができない

こと）」が大きな要因となっているのだ。

　しかし、中国におけるタンピン主義は、社

会抗議運動としての側面を有しており、自身

の生活水準を引き下げることで、消費社会に

抗い、資本家たちに搾取されることを拒むと

いう意思の表れであり、厳しい受験戦争、学

歴社会、就職困難、996工作制（朝9時から

夜9時まで週6日間勤務）による過労とそれ

に見合わない賃金、世間から期待される結

婚や出産など、「こうあるべき」という伝統的

な価値観に対して、サイレントデモの様に無

関心の態度を示しているともいえる。

　また、社会の階層はすでに固定化され

ているため格差は広がり、生活費が高騰す

る中で、伝統的な意味での成功（こうある

べき）は手の届かないものになりつつある。

2015年まで続いた「一人っ子政策」時代に

生まれた世代にとっては、親の期待を一身

に受けてプレッシャーに苦しんできたけれ

ども、頑張っても報われないという閉塞感

から解放されたいという意味合いでタンピ

ン主義を支持する者も多い。つまるところ、

日本における若者の消極的な消費志向は、

自身の環境下における支出の合理化や自分

が困窮した生活を送らないようにするため

の選択の結果と言えるが、タンピン族は社

会や政府への抵抗の結果と言えるだろう。

　同じZ世代で、同じように消費に対して消

極的であっても、国によってその本質は異な

る。また、北米においては主にZ世代の思想

や政治へのスタンス、多様化する社会での

役回りなどに焦点が当てられることが多い

が、日本におけるZ世代論は概ね彼ら・彼女

たちが何に興味があり、何を消費したいの

か、という消費の側面が大きい。Z世代とい

う言葉も、その言葉自体がその国で主に何

を意図して使われているかというのは、それ

ぞれの国の事情に強く影響を受けるのだ。
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